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貝類（淡水産） ＜モノアラガイ上科 ヒラマキガイ科＞ 愛知県：絶滅 （国：絶滅危惧ⅠＡ類） 
GASTROPODA (Fresh Water) ＜LYMNACOIDEA PLANORBIDAE＞ AICHI：EX （JAPAN：CR） 

カワネジガイ Camptoceras hirasei Walker 

 
【選定理由】 
 河川の下流域や平野部の湖沼のヨシ
帯やマコモ、カナダモなどの沈水植物
群落のある場所に生息する（紀平 , 
1990）。県内ではこのような場所はほ
とんど破壊されてしまった。河川下流
域の環境がよく保全されていた 1960
年代にすでに本種は、生息地が少なく
珍しい種と認識されていた（愛知県科
学教育センター, 1967）。1970 年後半
より本種の記録された場所を再調査し
た例があるが（中山, 1978：木村, 1994）、
再発見されていない。小型種であるの
で見落とされている可能性もあるが、
50 年以上県内では生息が確認されて
いないこと、県内の河川下流域の壊滅
的な現状を考えると絶滅と評価された。 
 
 

【形 態】 
 貝殻は非常に特異な形態で、殻は細
長く、左巻きで螺管は、はずれて巻く。
殻長は 6–10 mm と小型。 
 
 
 

【分布の概要】 
【県内の分布】 
 木曽川水系五条川の須ヶ口付近（愛知県科学教育センター, 1967）、豊川水系豊橋市蒲池（中山, 
1978）で生息していた記録があるが、現生息地はない。 
【世界及び国内の分布】 
 日本固有種。本州から四国にかけて分布するが、産地は局限されている（湊, 1993）。 

【生息地の環境／生態的特性】 
 河川の下流域や平野部の湖沼のヨシ帯やマコモ、カナダモなどの沈水植物群落のある場所に生息
する（紀平, 1990）。前述したような本種の生息地についての環境記述が今までの通例で、詳細な生
態学的な研究も行われることもないまま、極めて採集例の少ない絶滅危惧種となってしまった。近
年、福田・森（2016）により本種の生活史や生息環境の詳細な観察が行われた。それによると、本
種の生息には水生植物の多い止水域だけではなく隣接する湿地陸域環境の保全の重要性が指摘され
た。 

【現在の生息状況／減少の要因】 
 現生息地はない。 

【特記事項】 
 水産資源保護協会（1995）では絶滅危惧にランクされている。岐阜県（2010）では絶滅危惧Ⅰ類
にランクされている。 
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